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<コメント>

今年は路面が少しなじんで来たためグリップは落ち着いてきているみたいです。

ブレーキングの沈み込みのイメージはよかったのですが、圧側がが効いた分伸側も効いてしまいました。

Ｑ２は１５分間ですが序盤から終盤にかけて雨量が増えてしまい、Ｑ１よりタイムアップできず9番手で終了。

翌日決勝日も雨、しかし雨量は少なく路面はハーフウェット状態に。

オイルの番手を少し上げて粘度の高いものに変更。

気温も低くなかなかペースが上がりませんが踏ん張ってＱ２に進出。

次回筑波はホームコースですので気合が入ります。いい結果を残して鈴鹿８耐に挑みたいと思います。

ちょうど？梅雨入り宣言もされましたね。ここオートポリスは雨が降ると霧も出るため通常のレインコンディションとは違います。

最終的に自己ベスト付近までいきましたが、いくつかの課題はレースウィークに持ちこしました。

フリー走行は自己ベストを更新しましたが、予選は雨。

高速での安定性を持たせながら軽快に動く車体が求められます。

畑中　健太郎

このサーキットはいろんな要素があるサーキットなので、結構難しいコースです。

悩みましたが少し硬めのタイヤをチョイス。

決勝レースが始まり一周目は１１位で通過。その後ひとつ順位を下げましたが中盤から追い上げていき２台をパスして１０位でチェッカー。

スタート直後のペースをもう少し上げることができれば前方の集団でバトルができます。

アジャストレベルで対応は難しかったので次回のテストに持ちこすことにして以前の仕様のサスでレースを戦うことに。

１～２コーナーはスピードを保ったまま下っていき、裏のストレートの先は上りの切り返しセクションです。

昨年は路面を張り替えたこともあり、路面のグリップが非常に高くフロントタイヤが減っていくのがわかるくらいでした。

あっという間に九州ラウンドが来てしまいました！

レーシングサプライ

今回も遠いところから応援に来てくださった方がた、また協賛して頂いているスポンサー各社様、応援ありがとうございました。

事前テストは天候にも恵まれ、リンクの仕様違いのテストなどを行いました。

今回は鈴鹿から課題の、ブレーキング時のダイブスピードの初期の速さを抑える対策をしました。

課題は多いですが絞られてきたような気がします。
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